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高等学校国語学習指導案 

 

令和元 年 ○月○ 日○限 

埼玉県立秩父農工科学高校  

 第 ３ 学 年 ○ 組 ○ 名 

授業者  田中  那佳 

 

１ 科目   現代文Ａ 「高等学校 改訂版 新編現代文Ａ」（第一学習社） 

 

２ 単元名  小説を読む（二）「ナイン」井上ひさし 

 

３ 単元設定の意図 

（１）生徒の実態 

  第２種電気工事士の資格取得や部活、学校行事にと、様々な物事に熱心に取り組んでいる。授業に臨

む姿勢については、特に話し合い活動において、一見関係のなさそうな話からも鋭い視点を見出すなど、

３年次に至るまでに良い土壌が出来上がっていると感じる。一方で、クラス内において若干の意識の差

があり、例えば自分で文章を組み立てて記述する課題を提示した際、懸命に取り掛かる生徒もいれば、

クラス全体で答えを出す段階まで待っている生徒も一部見られる。 

 

（２）教材観 

  『ナイン』は井上ひさしによる短編小説であり、第３学年の現代文Ａにおいては初めて扱う小説教材

である。文章自体は比較的平易なものである一方で、作中人物の心情にどこまで寄り添えるかというこ

とが重要となる教材である。特に正太郎に対する英夫や常雄の態度については、第三者から考えると常

識的には理解しがたいものであるが、読解を通じ、小説中の人物と読者との間であの日の出来事や思い

を共有することで、生徒の心の内に多少の共感を生じさせたい。また、この小説に「わたし」が存在す

る意味を考えることにより、生徒各人の小説に対する読みの幅を広げることを目標とする。 

 

（３）本単元で工夫する手立て 

  文章自体は比較的平易なものであるため、内容の理解は容易に進むと考える。その上で、正太郎に対

する英夫や常雄の態度を理解するためには不可欠である、作中人物の心情理解を中心に授業を展開する。

その際、教員による一方的な説明ではなく生徒同士の話し合いを軸とし、生徒各人の感覚や意見の違い

を大切にする。また、作中の「わたし」は作者井上ひさしとは限らず、あくまで小説内の「わたし」で

あるということについては、本文の構成を視覚的に整理し振り返った上で、「では英夫から直接語られる

形式であった場合にはどう違ってくるか」といった具体的な問いから考察を進める。 

 

４ 単元の目標 

（１）文章に描かれた人物、情景、心情などを考え、自らの読みを進んで深めようとする。 

（関心・意欲・態度） 

（２）文章に描かれた人物、情景、心情などについて、表現に即して読み味わいながら、自らの読解を深

める。                          （読む能力）（２内容の(1)のア） 

（３）語句の意味、特に慣用句について理解し、読解に役立てる。 （知識・理解）（２内容の(1)のイ） 
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５ 単元の評価基準と学習活動における具体の評価規準 

 ア 関心・意欲・態度 エ 読む能力 オ 知識・理解 

単元の評価基準 文章に描かれた人物、情景、

心情などを考え、自らの読み

を進んで深めようとしてい

る。 

文章に描かれた人物、情

景、心情などについて、表

現に即して読み味わいな

がら、自らの読解を深めて

いる。 

語句の意味、特に慣用句につ

いて理解し、読解に役立てて

いる。 

学習活動における

具体の評価規準 

①時代の変遷による新道の

変化、中村さんと英夫との心

情の違い、本文の構成につい

て、積極的に考えようとして

いる。 

②他の生徒と進んで意見を

交換し、自らの読解を深めよ

うとしている。 

③時代の変遷による新道

の変化、中村さんと英夫と

の心情の違い、本文の構成

について、的確にとらえて

いる。 

④最後の一文の意味する

ものを自分なりに読み取

っている。 

⑤本文中の漢字を正しく理

解している。 

⑥本文中の慣用句の意味を

正しく理解している。 

⑦表現による意味の違いを

的確に理解している。 

 

 

６ 単元の指導と評価の計画（全６時間扱い） 

時 主な学習活動（学習内容） 具体の 

評価規準 

教師の指導・援助 評価の実際 

（評価の観点・方法） 

 

１ 

導入 

○本文を通読する。 

 

 

 

 

 

○初読の感想を書く。 

 

オ-⑤ 

オ-⑥ 

 

 

○形式段落に番号を付け

ると共に、場面の切れ目に

意味段落をふらせる。 

○読めない単語にはふり

がなをふるよう指示する。 

 

○率直な感想を書くよう

指示する。 

 

【評価規準】 

・語句の意味や文脈を理解した

上で音読している。 

【読む能力】 

【評価方法】「行動の観察」 

観察・発問 

【評価規準】 

・初読の段階で自分がどのよう

な感想をもったか、積極的に書

き出そうとしている。 

【関心・意欲・態度】 

【評価方法】「行動の観察」 

 

２ 

意味段落一前半部の読解 

○本文に登場する２つの時代

について、時代状況を整理す

る。 

 

 

 

○時代の変遷による新道商店

街の変わりようを整理する。 

 

 

ア-① 

エ-③ 

 

 

 

 

エ-③ 

ア-② 

 

 

○あの頃：高度経済成長

期、いま：バブル経済期と

いう２つの時代の特徴を

挙げさせ、そうした特徴が

本文のどの部分に見られ

るか考えさせる。 

○新道が「いちばんにぎや

かな通り」になったにも関

わらず、「もろい通りにな

 

【評価規準】 

・２つの時代の特徴と、新道商

店街の変わりようについて、第

三者にも分かるように説明して

いる。     【読む能力】 

【評価方法】「記述の点検」 

【基準に達しない生徒（以下Ｃ）

への手立て】 

「自給自足」といった言葉の意
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った」と「わたし」が表現

している理由を考えさせ

る。 

味を説明した上で、それに対し

て今の新道商店街がどういった

状況にあるかを整理させる。 

 

３ 

意味段落一後半部の読解 

○登場人物を確認する。 

○中村さんの語りから、中村

さんの中での新道少年野球団

に対する思いを理解する。 

 

エ-③ 

ア-② 

 

 

○「強かったねえ。」・「優

勝したも同じさ。」といっ

た言葉に着目させ、中村さ

んの中で新道少年野球団

は誇るべき存在となって

いることを確認し、次時の

読解につなげる。 

 

 

 

【評価規準】 

・他の生徒と話し合いながら、

中村さんの心情について積極的

に理解しようとしている。      

    【関心・意欲・態度】  

【評価方法】「行動の観察」 

観察・発問 

【Ｃへの手立て】 

中村さんが久方ぶりに訪ねて来

た「わたし」に対し、当時話題

であったプロ野球の話ではなく

「新道少年野球団」の話をして

いるという点に着目させる。 

 

４ 

 

 

 

意味段落二の読解 

○中村さんの語りから、正太

郎の行ったことと、それに対

する英夫や常雄の行動の、常

識的に考えた際の異様さを理

解する。 

 

 

エ-③ 

オ-⑥ 

 

○正太郎の行ったことを

整理する。 

○以前から悪い噂があっ

たにも関わらず、息子の友

人を信じた結果、騙された

中村さんの心情に着目さ

せる。 

 

 

【評価規準】 

・中村さんが「口にしたくない

んだよ。」と言いながら「能弁に

なった」理由を理解している。      

【読む能力】 

【評価方法】「記述の点検」 

【評価規準】 

・「一肌脱ぐ」といった慣用句に

ついて理解している。 

 【知識・理解】 

【評価方法】「記述の点検」 

【Ｃへの手立て】 

特に常雄に対して正太郎の行っ

たことについて、「自分が常雄の

立場だったら…」という視点で

考えさせる。 

 

５ 

意味段落三の読解 

○英夫の語りから、あの日、

ナインの間に起こったこと

と、英夫の中での新道少年野

球団に対する思いを理解す

る。 

 

 

 

ア-① 

ア-② 

エ-③ 

 

 

 

 

○あの日の出来事が、英夫

の中では今でも特別な存

在となっていることを確

認させる。 

 

 

 

 

【評価規準】 

・他の生徒と話し合う中で、英

夫の心情について積極的に理解

しようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

【評価方法】「行動の観察」 

 



4 

 

 ○中村さんの「よほど悔し

かったのさ。」という言葉

と、英夫の「うれしかった

から」という言葉とを比較

し、認識のずれを意識させ

る。 

○ワークシートを使用し、

そうした認識のずれはど

こからきたものか考えさ

せる。 

【評価規準】 

・中村さんと英夫との認識の違

いを理解している。  

   【読む能力】   

【評価方法】 

「行動の観察」「記述の点検」 

ワークシート 

【Ｃへの手立て】 

ベンチの状況を整理した上で、

「真夏のかんかん照り」といっ

た中村さんの言葉を引用しなが

ら、あの日の背景を考えさせる。 

 

６ 

本

時 

まとめ：意味段落四の読解 

○本文最終部における「わた

し」の語りについて考えた上

で、「わたし」がこの小説に存

在する意味を考察する。 

 

 

 

 

ア-② 

エ-④ 

オ-⑦ 

 

 

○最後の一文における表

現から、この一文に込めら

れている意味を考えさせ

る。 

○ノートを使用して作品

の場面ごとにおける構成

を整理する。 

○ワークシートを使用し、

「わたし」がこの小説に存

在する意味を考察させる。 

 

【評価規準】 

・文章の構成をとらえた上で、

この小説に「わたし」が存在す

る意味について、自分の読みを

確立している。 【読む能力】 

【評価方法】「記述の点検」 

ワークシート 

【Ｃへの手立て】 

出来事を伝えるのみであれば英

夫の口から直接語れば済むもの

を、なぜ「わたし」を通して語

る必要があったのかという疑問

を投げかける。 

 

７ 本時の指導と評価の計画（６／６時間目） 

（１）本時の目標 

  （ⅰ）進んで個人の活動に取り組んだ上で、他の生徒と積極的に意見を交換しながら自分の読みを深

めようとする。                          （関心・意欲・態度） 

  （ⅱ）文章の構成をとらえた上で、この小説に「わたし」が存在する意味について、自分の読みを確 

    立する。                                  （読む能力） 

  （ⅲ）最後の一文における「差さなくなってしまった」という表現について、「差さなくなった」とい  

    う表現との違いを理解する。                        （知識・理解） 

 

（２）本時の評価規準 

ア 関心・意欲・態度 エ 読む能力 オ 知識・理解 

進んで個人の活動に取り組んだ上

で、他の生徒と積極的に意見を交換

しながら自分の読みを深めようと

している。 

文章の構成をとらえた上で、この小

説に「わたし」が存在する意味につ

いて、自分の読みを確立している。 

最後の一文における「差さなくな 

ってしまった」という表現につい 

て、「差さなくなった」という表 

現との違いを理解している。 
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（３）本時の展開 

段階

時間 

主な学習活動（学習内容） 具体の 

評価規準 

教師の指導・援助 評価の実際 

（評価の観点・方法） 

導入 

(５) 

○挨拶 

○前時までの学習内容の確

認 

 

 

エ-③ 

○出席確認 

○前時の学習内容を簡

潔に振り返る。 

 

【評価規準】 

・前時までに学習した、中村

さんと英夫との心情の違いを

把握している。 

 【読む能力】 

【評価方法】「行動の確認」 

発問等 

展開

Ⅰ 

(25) 

○隣同士で意味段落四を音

読し、本時で取り扱う内容

を把握する。 

 

 

○最後の一文に着目し、な

ぜ・何が遮ることによって

「西日」が差さなくなった 

（＝「日陰」になった）の

かということを考える。 

○これより前の場面におい

て「日陰」が登場した箇所

を振り返り、文脈を通して

の「日陰」を理解する。 

 

○最後の一文からどのよう

な印象を受けたか・どのよ

うな意味が込められている

と考えるかということにつ

いて、まずは各自で考え、

ワークシートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

○記入したワークシートを

もとに、近くの生徒と３～

４人で意見を交換する。 

オ-⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ-④ 

オ-⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア-② 

○漢字の読み間違いや

意味の捉え違いがない

かを確認しながら机間

指導を行う。 

 

○『ナイン』における「日

陰」は、単なる日の当た

らない場所というだけ

でなく、特別な意味を持

ったものであったとい

うことを文脈から理解

させる。 

 

○「差さなくなってしま

った」という表現と「差

さなくなった」という表

現との違いに着目させ

る。 

○単に「悲しい」「寂し

い」といった言葉だけで

はなく、具体的にどの部

分からそう考えたのか

ということまで記述す

るよう、注意を促す。 

【評価規準】 

・語句の意味や文脈を理解し

た上で音読している。 

【読む能力】 

【評価方法】「行動の確認」 

【評価規準】 

・最後の一文について、表現

による違いを踏まえた上で、

自分の読みを確立している。 

【読む能力】 

【評価方法】「記述の点検」 

発問・ワークシート 

 

 

【評価規準】 

・・「差さなくなってしまった」と 

 いう表現と、「差さなくなった」 

 という表現との違いを理解して 

 いる。     【知識・理解】 

【評価方法】「記述の点検」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】 

・他の生徒と意見を交換する

中で、積極的に自分の読みを
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深めようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

【評価方法】「記述の点検」 

ワークシート 

展開

Ⅱ

(15) 

○意味段落四からの場面に

おいて、人物は「わたし」

一人となっていることを確

認する。 

 

 

○本文の構成を振り返り、

意味段落一・二では中村さ

んと「わたし」、三では英夫

と「わたし」、四では「わた

し」一人というように、全

体を通じて「わたし」を通

して物語が語られているこ

とを確認する。 

○『ナイン』という小説に

「わたし」が存在する理由

について、まずは各自で意

見を出し、ワークシートに

記入する。 

○記入したワークシートを

もとに、近くの生徒と３～

４人で意見を交換する。 

 

 

 

 

 

 

 

ア-① 

エ-③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア-② 

 

○ノートを使用し、生徒

を指名しながら作品の

場面ごとにおける構成

を整理する。 

 

 

○単に出来事を伝える

のみであれば英夫の口

から直接語れば済むも

のを、なぜ「わたし」を

通して語る必要があっ

たのかということに意

識を向けさせる。 

 

 

 

 

 

 

○他の生徒の意見と自

分の意見との違いを意

識し、なぜそう考えたの

かという部分まで話し

合うよう指示する。 

【評価規準】 

・この小説に「わたし」が存

在する意味を、自分なりに考

えようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

【評価方法】「行動の確認」 

【評価規準】 

・この小説に「わたし」が存

在する意味を、根拠をもって

文章にしている。  

【読む能力】 

【評価方法】「記述の点検」 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】 

・他の生徒と意見を交換する

中で、積極的に自分の読みと

の違いを見出そうとしてい

る。 【関心・意欲・態度】 

【評価方法】「行動の確認」 

まと

め 

(５) 

○本時の学習内容を再確認

する。 

○挨拶 

 ○本時に学習した内容

を簡潔に振り返る。 

 

 

 

 


